
は じめに

近年、本来生息していなかった場所に人間の活動を

通して侵入した外来生物が定着し、在来生物との間に

様々な問題が発生している。高等学校理科の 「生物基

礎」と 「生物」の教科書には、外来生物の例としてオ

オクチバスとタイリクバラタナゴが取り上げられ、在

来生物の生息を脅かしている可能性があると記述され

ている (本り‖。谷本編、20H;島 田ほか、2012)。

外来生物は由来の違いから、国外外来種と国内外来

種に分けられる。国内の淡水魚類のうち国外外来種が

47種 ・亜種 (松沢 ・瀬能、2008)、 国内外来種が58種 。

亜種である (瀬能、2013)。 国外外来種は、外来生物

法 (特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に

関する法律)に よつて規制される特定外来生物 (オオ

クチバスなど14種)や 規制されない要注意外来生物 (タ

イリクバラタナゴなど21種)が 含まれている (環境省

ホームページ)。 国内外来種については、その要因と

して、水産放流 (水産業の振興を目的とした放流 ;ア

ユやヘラブナなど)、 私的放流 (遊漁目的で釣り人が

行う放流 ;イ ワナやアマゴ、遺棄 :ペ ットとして飼育

されている魚を野外に放つ、善意の放流 :由来不明の

メダカなど)、 逸出 (飼育管理下にあつた魚が意図に

反して逃げ出す)が ある (瀬能、2013)。

肱川水系から確認されている魚類は94種で、そのう

ち外来種が21種含まれている (辻、2004)。 今回発表

の機会を得たので、筆者が1991年～2015年 に肱川水系

から採集または写真によつて確認した魚類の中から、

外来種10種について報告する。

方 法

採集には手網と投網を使用した。採集した魚類は10

%ホ ルムアルデヒド溶液で固定した後に70%エ タノー

ル水溶液で保存し、徳島県立博物館魚類標本 (TKPM

‐P)と して登録 ・保管した。種毎の記述は、標本番号、

括弧内に個体数と標準体長 (SL)の 範囲、採集年月日、

採集地点の順である。分類体系および学名は中坊編 0013)

に準じた。

愛媛県立八幡浜高等学校  辻   幸 一

外来種の記録
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アジア大陸東部と台湾が原産地で、1942年代にソウ

ギョの種苗に混入して移植され、全国に広まったとさ

れる (松沢 ・瀬能、2008)。1991年に矢落川で成魚を

採集した (TKPM‐P2012;辻 、1991)。県内では重信

川と西条市氷見地区の水路から記録されている (清水

ほか、2006、2012)。掲載写真は2009年に松前町の長

尾谷川で採集した個体を撮影したものである。

ハス q"α ガたヵtな 夕″οわSわガs″″εわsわ″お(Temminck

and Schlegel):TKPM―P24392(1,116.5nlm SL),Aug. 17,

1995,大洲市菅田町逆なげ橋.

自然分布 しているのは琵琶湖淀川水系と福井県三方

湖で、琵琶湖産稚アユ種苗の全国各河川への放流と共

に広がった (川那部ほか編、2005)。 魚食性でW型 の

大きな口が特徴である。県内では蒼社川と加茂川から

記録されている (玉り||ネットホームページ ;清水ほか、

2006)。 掲載写真は1999年に西条市の加茂川で採集さ

れた個体 (TKPM―P19942)で ある。

オ イ カ ワ のなαガた力rり9′ね物螺頭T帥 面 配 k and Schlcgcl)

TKPM‐ P24397(1,65.3nlm SL),Aug.24,2011,大 洲 市新

谷矢落川;24398(1,87.Onlm SL),Aug。9,2013,大洲市五

郎;24399(1,62.6-SL),Aug.9,2013,大洲市菅田町追

内.

記録によれば、愛媛県では昭和 5年 に県水産課の技

師によつて琵琶湖から県内各地の河川に放流されたと

いう (西蔭、1961)。肱川流域では昭和 8年 頃から増

えた魚ということで、本種を 「ショウハチ」と呼んで

いる。県内には在来の個体が存在する可能性が指摘さ

れている (愛媛県レッドデータブック改訂委員会編、

2014)。

カマツカ Psθ
“
αοgοらブο ωοc"おωοc滋お(Tenlminck and

Schlegcl):TKPM‐P24402(1,44 5nlm SL),Aug.24,2011,

大洲市新谷矢落川;24403(2,lCXl.9…103.3nm SL),Aug.

9,2013,大洲市五郎.

肱川では鹿野川ダム完成後に新たに出現し、琵琶湖

産の放流稚アユに混じって移入されたものと考えられ

ている (伊藤、1960;伊藤 ・三階堂、1966)。肱川や

東予 。中予の河り||ではオイカワと共に多く見られるが、

宇和海流入河川からは記録されていない。

肱川の外来魚
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カムルチー C力α″″α″wS(CantO⇒

中国と朝鮮半島が原産地で、1923年～1924年ごろに

朝鮮半島から私的に輸入されたものが奈良県で逸出さ

れたとされる (松沢 ・瀬能、2008)。 2014年10月に中

流の大洲市肱川町鳥首橋付近で捕獲された全長約53cm

の個体を写真で確認した。県内では松山平野にかつて

生息していたようだが、公的な記録は無く、現在の状

況も不明である (清水、2004)。 本種は肱川から初記

録である。
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肱川では鹿野川ダム完成後に新たに出現し、琵琶湖

産の放流稚アユに混じつて移入されたものと考えられ

ている (伊藤 。三階堂、1966)。 掲載写真は2006年に

支流の小田川で採集した個体を撮影したものである。

ブルーギル Z″ο″お″αcPa“ゴ″s″αεЮttJas Rafmcsquc

TKPM‐ P244H(1,72.7mrn SL)Aug 13,2010,大 洲市菅

田町逆なげ橋.

北米原産で、1960年に日本に持ち込まれ、1963年か

ら各地に放流された。以来、釣り人が拡散に関与した

と考えられ、日本各地に広がった (松沢 ・瀬能、2∞8)。

愛媛県では1970年代に広見町の野池に放流したのが県

内における拡散のきっかけとなっていると思われる (清

水、2004)。 掲載写真は2004年に大洲市八多喜町で採

集し、許可を得て飼育中の個体を撮影したものである。

オオクチバス Иttψ″富 sαttο″ω(Laccpさde)

北米原産で、1925年に芦ノ湖に移入され、1970年代

に日本各地に広がった (松沢 ・瀬能、2008)。 愛媛県

には1973年頃に面河ダム湖と石手り||ダム湖に導入され、

現在では規模の大きな河川の緩流域とダム湖、ため池

に定着している (清水、2004)。 肱川では鹿野川ダム

湖と野村ダム湖に特に多い。掲載写真は2004年に大洲

市八多喜町で採集し、許可を得て飼育中の個体を撮影

したものである。

オウミヨシノポリ Rカピ″ρ′らブ略 sp.OM:TKPM― P24417

(2,38.1‐51.3nm SL),Aug.8,1995,大 洲市菅田町逆なげ

橋. 24422(12,33.5-50 8nlm SL),M祉30,2015,西予市

宇和町宇和川.24418(25,24.3‐ 57.9mm SL Ma■ 28,

2014),24419(1,56.9nlm SL May 13,2014),24421(15,

23.1-45.7 nlm SL M狙24,2015),八幡浜市千丈川.24420

(2,43.1-46 8ntt SL May 24,2014),宇和島市河内川.

これまで トウヨシノボリR力
"ο
′夕
"sp.ORと

されて

いたもののうち、琵琶湖流入河川に生息する集団に本

和名が提唱された (中坊編、2013)。 肱川では、鹿野

川ダム建設後に 「びわ湖より移入されたと思われるヨ

シノボリが少数混入している」 (伊藤 ・水野、1977)、

「ヨシノボリ橙色型が他の種苗に混じつて移入され、

ダム湖とその付近ではもつとも多いヨシノボリである」

(横山編、1988)と の記述がある。その後はヨシノボ

リ橙色型 (河辺川ダム環境影響等調査委員会、1988)、

トウヨシノボリ (辻、1991;高 橋ほか、2009)な どと

して記録されている。 トウヨシノボリは県内の比較的

規模の大きな河川にはぼ定着しているが (清水、2a14)、

その大部分は本種である可能性が高い。掲載写真は

2014年に人幡浜市の千丈川で採集した個体を撮影した

ものである。

ウキゴリ の物″∝οbゴ簡 ′Юra`″ね(HllgendOっ:TKPM― P

2006(1,74.5nlm SL),M社 24,1995,大 洲市肱川町赤岩

橋,24423(1,64.5nlm SL),Aug.8,1995,大 洲市菅田町

逆なげ橋.

肱川で1995年に採集 したが (辻、1995)、 それ以前

に明らかな記録がなく、国内外来種と考えられる。野

村ダム湖から記録がある (高橋ほか、2009)。 県内で

は中山り||と力防υllから記録されている 0青水ほか、知%)。

掲載写真は2006年に八幡浜市の千丈川で採集した個体

を撮影したものである。

考 察

肱川の国外外来種は掲載した4種 以外に、ニジマス

(北米原産)、 ソウギョ (中国原産)、 キンギョ (中

国原産)が 確認されている。オオクチバスは釣り人 ・

釣り関係者等の密放流がダム湖やため池等で繰り返さ

れたと考えられ、急激に県内での分布が拡大したが、

ブルーギルの分布拡大経路は不明である (村上ほか、

2004)。 野村ダム湖にはオオクチバスが多数生息して

おり、地元漁業協同組合からは放流したアユを捕食す

る被害を懸念する声がある。

肱川の国内外来種は掲載した 6種 の他に、漁業協同

組合が鹿野川ダム湖に放流した記録があるゲンゴロウ

ブナとワカサギ (伊藤 ・三階堂、1966)、 コイ科 6種

(ニゴロブナ、イチモンジタナゴ、シロヒレタビラ、

ビワヒガイ、ホンモロコ、スゴモロコ)、 ニッコウイ

ワナが記録されている (辻、2004)。 これらの魚種の

多くは、少ないながらも定着している可能性がある。

オウミヨシノボリは、琵琶湖から移入された国内外来

種で、肱川に広く分布している。野村ダム上流にある

宇和川は、ダム建設以前には在来種のカワヨシノボリ

が多数生息していた (伊藤 。水野、1977)。 筆者は

2015年に宇和川の 2支 流で採集を行つたが、そのうち

の 1支 流ではオウミヨシノボリ (TKPM‐P24422)を

採集 し、カワヨシノボリが確認できなかった。この支
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流ではカワヨシノボリの生息域にオウミヨシノボリが

分布を拡大して置き換わった可能性が考えられる。ま

た、2014年5月 に、八幡浜市の千丈川と宇和島市の河

内川で本種 (TKP M―P24418～24421)を 採集 した。ど

ちらの河川も南予用水の調整池 (東蓮寺ダムと布喜川

ダム)力 す`ぐ上流に存在することから、導水管を通し

て野村ダムから本種が移入した可能性が考えられる。

愛媛県では侵略的外来生物に11種の魚類が指定され、

肱川から確認されているものとしてはソウギョ、タイ

リクバラタナゴ、ハス、ヵムルチーの4種 が含まれて

いる (愛媛県ホームページ)。 その一方で、絶滅危惧

種に50種の魚類が指定され、肱川から確認されている

ものとしては約20種が含まれている (愛媛県レッド

データブック改訂委員会編、2014)。 このような愛媛

県の取り組みは、生物多様性の重要性を県民に広く知

つてもらい、自然に対する正しい考え方を普及させて

いくために重要なことである。本来、肱り||に生息して

いた淡水魚が、国外や国内から外来種が導入されるこ

とにより、交雑による遺伝子攪乱が広がって純系の在

来種が絶滅したり、競争や競合で繁殖を妨げたり置き

換わつたりすることなどが懸念される。

松山市では、生物多様性保全における地域固有性の

重要さや外来生物の及ぼす影響などについて解説した

冊子を作成して、広報活動が行われている (まつやま

自然環境調査会編、2013)。 国土交通省大洲河川国道

事務所は、肱川の自然や生物を紹介した冊子と解説書

を′祠或し、減 の小。中戦 口配布している 鮭、2m7)。

我々生物教員は、このような地域の資料を参考にしな

がら、授業や部活動 (生物部や科学部)な どの指導を

通して、生徒が在来生態系の保護や生物多様性の保全

に関心を持ち、その重要性を理解できるよう、現状を

伝えていきたい。
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